
1 

(財)財務会計基準機構会員 

平成22年11月12日 

 

上場会社   大同メタル工業株式会社 

          代表者   代表取締役会長兼最高経営責任者 判治 誠吾 

          (コード番号   7245) 

          問合せ先責任者  上席執行役員総務センターチーフ 玉谷 昌明 

          (ＴＥＬ   052－205-1401) 

 

平成23 年３月期第２四半期累計期間業績予想との差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成22年８月４日に公表しました平成23年３月期第２四半期累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）の業績予想数値と本日公

表の同累計期間実績数値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成22年８月４日に公表しました平成23年３月期通期（平成22年４月１日～平成23年３月31日）の連結

業績予想数値及び個別業績予想数値につきましても修正しましたので、お知らせします。 

 

記 

(金額の単位：百万円) 

１．平成23年３月期第２四半期累計期間の業績予想数値と実績数値との差異(平成22年4月1日～平成22年９月30日) 

 

（連結） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

30,000 

百万円

3,200

百万円

2,550

百万円 

1,130 

円 銭

28.35

実績値(Ｂ) 30,735 3,541 2,759 5,706 143.21

差額(Ｂ－Ａ) 735 341 209 4,576 

差額率(％) 2.5 10.7 8.2 405.0 

(ご参考)前年同期実績 

(平成22年３月期第２四半期) 

 

23,743 △1,430 △1,935

 

△2,274 △57.07

 

（個別） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

25,500 

百万円

2,650

百万円

2,200

百万円 

1,350 

円 銭

33.88

実績値(Ｂ) 26,490 3,172 2,721 6,415 161.00

差額(Ｂ－Ａ) 990 522 521 5,065 

差額率(％) 3.9 19.7 23.7 375.2 

(ご参考)前年同期実績 

(平成22年３月期第２四半期) 

 

18,655 △416 △726

 

△2,508 △62.94

 

（差異の理由） 

 

 １．平成22 年9 月30 日をもって米国連結子会社２社（大同メタルアメリカCORP.及び大同メタルベルフォンテンLLC）の会社解散・清算手続

完了に伴い、法人税等調整額を3,736百万円計上したことにより、連結及び個別の四半期純利益が大幅に増額しております。 

 

 ２．また、売上高、営業利益、経常利益につきましても、平成22年8月4日に公表しました業績予想の修正（上方修正）に対しまして、「サバ

イバル・プラン」によるコスト構造の改革が定着してきたことで、売上高増加により大きな増益効果をあげることができました。 
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２．平成23年３月期通期業績予想数値の修正(平成22年4月1日～平成23年３月31日) 

 

（連結） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

60,800 

百万円

6,350

百万円

5,300

百万円 

2,530 

円 銭

63.49

今回発表予想(Ｂ) 60,800 7,000 5,800 7,300 183.21

差額(Ｂ－Ａ) ー 650 500 4,770 

差額率(％) ー 10.2 9.4 188.5 

(ご参考)前期実績 

(平成22年3月期) 

 

51,143 251 △643

 

△1,922 △48.23

 

（個別） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

50,500 

百万円

4,850

百万円

4,200

百万円 

2,500 

円 銭

62.74

今回発表予想(Ｂ) 53,100 5,820 5,170 7,860 197.26

差額(Ｂ－Ａ) 2,600 970 970 5,360 

差額率(％) 5.1 20.0 23.1 214.4 

(ご参考)前期実績 

(平成22年3月期) 

 

42,459 977 390

 

△3,504 △87.95

 

（修正の理由） 

  

 １．連結及び個別の当期純利益の予想増益要因は、第２四半期純利益と同じ理由によるものです。 

 

 ２．営業利益、経常利益の予想につきましても、連結及び個別とも「サバイバル・プラン」の成果を見込んでおり、連結増益の主要因は生産拠

点集約効果、生産性・設備効率向上によるものであり、個別増益の主要因はコスト構造の改革の定着化などによるものです。 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報による判断に基づき作成したものであり、実際の業績はこれらの予想と異なる場合があ 

  りますことをご承知置き願います。 


